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対 象 人 数 

どなたでも ２００人程度まで 

時 期 時 間 

通年 約２時間 

活動の概要・様子 

第１部・第２部・第３部の３部構成で行う。第１部は迎え火のつどい、第２部は親睦のつどい、第３部は納

火のつどいが基本的な流れであるが、各団体でオリジナルのものでも良い。また、当日の１６:００からリハ

ーサルを行います。 

   

天草青年の家で準備すること 利用者で準備すること 

□傘付きのキャンドル  

□女神の衣装  

□ペンライト  

□ライター □救急箱  

□進行例・言辞例プリント 

□活動に適した服装 □上靴 

□ゲームや出し物で使用するもの 

□必要な曲 

□言葉（言辞例）や歌の練習 

□役割分担 

 

 

 

留意点 

□活動中は、火の取り扱いに留意しながら進行する。 

 ※分火の時は、火を与える人がキャンドルをやや傾け、火をもらう人が自分から点火に行くなど 

□歌や言葉などは、事前の練習をしておくと、当日スムーズに進行できる。 

おすすめポイント 

□神秘的な雰囲気を味わえる。 

□結束力が強まる。 

女神（はじめ・おわり）各１～２名  点火係 ３～４名 

納火係 ３～４名  誓いの言葉 １名  

準備・片付け係 ３～４名 

 

 



活 動 内 容（手順） 

所要時間 項 目 内 容 

 

 

事前準備 

役割分担 

歌などの練習 

 

会場準備 

 ※準備係 

女神衣装合わせ 

□各係に役割を十分理解させてください。 

※つどいの中で歌う歌は、練習しておいてください。 

□キャンドルの台等を含め会場の準備を行います。 

□女神の衣装合わせを行います。 

 

15分 

第１部 

《迎え火のつどい》 

入場 

はじめの言葉 

女神入場 

分火 

点火 

誓いの言葉 

１部結びの言葉 

□静かにキャンドル台を囲むように入場します。 

□司会者によるはじめの言葉で開始します。 

□入場後、女神の言葉をいただきます。 

□女神は点火係が持っているキャンドルに分火します。 

□点火係は、キャンドル台に点火します。 

□誓いの言葉係から誓いの言葉をいただきます。 

□司会者による結びの言葉をいただきます。 

 

 

 

50分 

 

第２部 

《親睦のつどい》 

レクリエーション 

出し物 

 

□出し物かレクリエーションを行います。 

※レクリエーションは、青年の家職員に依頼することもできます。  

・レクリエーションをとおして、コミュニケーション能力や絆を 

深めることができます。 

・出し物をとおして、表現力が養えます。 

 

   

10分 

第３部 

《納火のつどい》 

納火 

おわりの言葉 

別れの歌 

 

□納火係は、女神用のキャンドルの火だけ残す。 

□女神よりおわりの言葉をいただきます。 

□「今日の日はさよなら」などの歌を歌います。 

 

 

 

 

 

 １０分 

後片付け □キャンドル台を倉庫に入れてください。 

□カーテンを開けてください。 

□モップがけをしてください。 
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